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実践
交流
中学国語

一
　
は
じ
め
に

　

本
実
践
は
、「
新
学
習
指
導
要
領
・
生
き
る
力
Ｑ

＆
Ａ
」
で
述
べ
ら
れ
た
、
以
下
の
二
点
を
重
視
し
た

授
業
実
践
（
中
１
）
で
あ
る
。

（
１
）
生
徒
が
古
典
に
一
層
親
し
め
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

（
２
）
我
が
国
に
長
く
伝
わ
る
言
語
文
化
に
つ
い

て
、
関
心
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
。

　

こ
れ
を
受
け
、
以
下
の
二
つ
の
学
習
活
動
を
構
成

し
た
。

（
１
）
積
極
的
・
主
体
的
な
学
習
参
加
を
ね
ら
い
、

「
o
u
t
p
u
t
の
活
動
（
音
読
・
朗
読
）」
を

取
り
入
れ
る
。

（
２
）
多
様
な
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
読
解
を
深

め
、
広
げ
る
こ
と
を
ね
ら
い
、「
協
働
型
学
習
」

を
取
り
入
れ
る
。

二
　
古
典
テ
キ
ス
ト
の「
協
働
型
学
習
」

　

本
校
国
語
科
で
は
、
協
働
型
学
習
に
よ
り
、「
異

な
っ
た
価
値
観
や
文
化
的
背
景
を
持
っ
た
者
同
士
が

交
流
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
読
解
を
さ
ら
に
深
め
る
」
こ

と
が
で
き
る
可
能
性
を
主
張
し
て
い
る
。

　

古
典
テ
キ
ス
ト
に
は
、
口
承
文
学
の
特
徴
で
あ
る

省
略
さ
れ
た
主
語
や
助
詞
を
補
っ
た
り
、
行
間
・
登

場
人
物
の
背
景
を
探
り
な
が
ら
読
ん
だ
り
す
る
力
が

必
要
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
生
徒
が
一
人
の
力
で
解
釈

す
る
こ
と
の
困
難
さ
、
生
徒
相
互
の
想
像
す
る
場
の

イ
メ
ー
ジ
の
違
い
が
生
じ
る
。

　

そ
こ
で
本
実
践
で
は
、正
確
な「
古
語
の
理
解
」「
場

の
イ
メ
ー
ジ
」
を
求
め
る
過
程
に
、「
協
働
型
学
習
」

を
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
た
。（
メ
カ
ニ
ズ
ム
例
…

左
上
）

　

ま
ず
、「
朗
読
の
工
夫
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
る
こ
と
」

で
各
自
の
理
解
を
明
確
に
す
る
。

　

そ
の
後
、「
朗
読
を
し
合
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
送

り
合
う
こ
と
」
で
、
多
様
な
理
解
に
触
れ
さ
せ
、
新

た
な
視
点
の
獲
得
を
め
ざ
す
。（
読
解
に
つ
な
げ
る
。）

　

そ
し
て
、グ
ル
ー
プ
で
の
「
検
討
会
」
に
よ
っ
て
、

古
語
や
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
正
し
く
理
解
し
、
読
解
を

さ
ら
に
深
め
て
い
く
学
び
を
構
想
し
た
。

三
　「
朗
読
」と「
協
働
」を
つ
な
ぐ

　

本
授
業
で
は
「
竹
取
物
語
」
の
「
昇
天
」
の
場
面

に
つ
い
て
、
朗
読
の
工
夫
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う
こ

と
を
通
し
て
読
解
を
深
め
る
「
協
働
型
学
習
」
を
組

織
し
た
。

　

国
語
の
、
特
に
古
典
テ
キ
ス
ト
で
の
「
協
働
型
学

習
」は
、「
自
他
の『
と
ら
え
』を
ど
う
伝
え
合
う
か
」

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
の
二
つ
の

手
だ
て
を
講
じ
た
。

①
朗
読
時
に
『
フ
リ
ッ

プ
』
を
出
し
て
、
自
分

の
理
解
を
視
覚
的
に
明

示
す
る
。

②
他
者
の
朗
読
の
工
夫

を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

際
、
試
演
（『
マ
ネ
朗

読
』）
し
て
体
感
し
、

検
討
に
生
か
す
。

古
典
テ
キ
ス
ト
に
親
し
み
、関
心
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
学
び

〜「
朗
読
」と「
協
働
型
学
習
」を
つ
な
ぐ「
フ
リ
ッ
プ
」と「
マ
ネ
朗
読
」〜

新
潟
大
学
附
属
長
岡
中
学
校 

佐
藤　

敦
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四
　
生
徒
の
学
び
の
姿

　

授
業
後
の
、
生
徒
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
検
証
結
果
と
、
感
想
で
あ
る
。

１�　

朗
読
の
工
夫
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
る
こ
と
で
イ

メ
ー
ジ
は
深
化
す
る
か
。

→
一
〇
〇
％
の
生
徒
が
読
解
の
深
化
を
実
感
し
た
。

２�　
「
マ
ネ
朗
読
」
で
新
た
な
気
づ
き
を
得
た
り
、

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
鮮
明
に
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
。

→
九
五
％
の
生
徒
が
広
が
り
・
深
ま
り
を
実
感
し
た
。

３�　
「
協
働
型
学
習
」
に
よ
る
検
討
会
で
、
新
た
な

気
づ
き
を
得
た
り
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
鮮

明
に
し
た
り
で
き
た
か
。

→
九
五
％
の
生
徒
が
広
が
り
・
深
ま
り
を
実
感
し
た
。

五
　
お
わ
り
に

　

生
徒
は
「
朗
読
の
工
夫
ポ
イ
ン
ト
」
を
考
え
る
こ

と
で
、
自
分
の
理
解
を
確
認
す
る
必
要
を
感
じ
な
が

ら
、
意
欲
的
に
学
び
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

個
人
の
理
解
を
読
解
へ
と
深
め
る
過
程
に
「
協
働

型
学
習
」
を
位
置
づ
け
た
こ
と
で
、
多
様
な
気
づ
き

が
生
ま
れ
、
読
解
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
あ
る
生
徒
の
「
月
が
す
ご
い
力
を
持
っ
て
い

る
設
定
は
、
太
陰
暦
と
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い
う

読
解
が
全
体
に
共
有
さ
れ
、
多
く
の
生
徒
が
「
現
代

の
私
た
ち
と
当
時
の
人
々
の
生
活
を
比
べ
る
」
視
点

か
ら
、
読
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
学
習
活
動
に
よ
り
、
生
徒
は
古
典
テ

キ
ス
ト
に
、
自
分
の
読
解
を
よ
り
広
げ
た
り
深
め
た

り
す
る
価
値
や
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

単
元
後
は
、「
全
文
を
読
み
た
い
」「
原
文
を
見
て

み
た
い
」
と
い
う
感
想
が
多
く
、
古
典
テ
キ
ス
ト
に

よ
り
一
層
親
し
む
学
び
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

※
本
実
践
は
、新
潟
大
学
教
育
学
部
附
属
長
岡
中
学
校
研
究

協
議
会　

国
語
科（
一
年
二
組
）の
授
業
実
践（
平
成
二
十
二

年
十
月
二
十
一
日
）を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

さ
と
う　

あ
つ
し 

平
成
二
十
二
年
度
よ
り
新
潟
大
学
附
属
長

岡
中
学
校
に
勤
務
。
幼
・
小
・
中
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成

に
あ
た
り
、
十
二
年
間
の
学
び
を
つ
な
ぐ
国
語
の
資
質
・
能
力

を
研
究
中
。
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